
６
日
か
ら
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
、

６
日
に
は
広
島
で
、
９
日

に
は
長
崎
で
平
和
祈
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
市
の
田
上
富
久
市

長
は
、
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ
を
訴
え
て
き
た

被
爆
国
の
私
た
ち
が
、
ど

う
し
て
再
び
放
射
線
の
恐

怖
に
脅
え
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
で
改
め

て
、
放
射
能
被
爆
の
甚
大

さ
と
恐
ろ
し
さ
が
現
実
の

も
の
と
し
て
再
認
識
さ
れ
、

全
国
各
地
で
平
和
を
祈
り
、

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世

界
を
呼
び
か
け
る
行
事
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
に
２
自
治
体
が

非
核
平
和
都
市
を
宣
言

埼
玉
県
内
で
は
、
新
に

新
・
加
須
市
と
越
生
町
が

核
廃
絶
を
宣
言
し
、
65
自

治
体
中
、
非
核
宣
言
を
し

た
自
治
体
は
53

自
治
体

（
82
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
は
１
９
９
１
年

に
埼
玉
平
和
宣
言
を
宣
言
）

未
宣
言
市
は
、
飯
能
市

を
含
め
て
５
市
（
町
村
で

は
７
町
村
）
で
す
が
、
３

市
が
近
く
予
定
し
て
お
り
、

飯
能
市
と
和
光
市
の
み
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
第
二
回
国
連
軍

縮
特
別
総
会
に
お
い
て
、

荒
木
広
島
市
長
（
当
時
）

が
、
世
界
の
都
市
が
国
境

を
超
え
て
連
帯
し
、
と
も

に
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
を

切
り
開
こ
う
と
「
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
て
の
都
市
連

帯
推
進
計
画
」
を
提
唱
し

て
始
ま
っ
た
平
和
市
長
会

議
に
は
、
全
国
で
１
７
２

４
自
治
体
中
１
０
０
３
市

町
村
（
58
％
）
、
埼
玉
県

内
で
は
62
自
治
体
中
41
市

町
村
（
64
％
）
が
加
盟
し

て
い
ま
す
が
、
飯
能
市
の

名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
和
行
政
予
算
も
県
内

市
町
村
の
総
額
は
３
９
０

０
万
円
で
、
広
島
平
和
祈

念
式
典
へ
の
参
加
事
業
や

平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
、
パ
ネ

ル
展
な
ど
多
彩
な
平
和
行

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
飯
能
市
は
終
戦

記
念
日
の
黙
祷
と
半
旗
の

掲
揚
だ
け
で
す
。

全
国
で
多
彩
な
平
和
行

政
が
行
わ
れ
、
非
核
、
平

和
の
流
れ
が
大
き
く
広
が

る
中
で
、
地
方
自
治
体
の

姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

新
婦
人
飯
能
支
部
の
「
第

８
回
平
和
の
つ
ど
い
」
が
、

８
月
６
日
に
富
士
見
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
、

広
島
・
長
崎
の
原
爆
犠
牲

者
、
そ
し
て
朗
読
台
本
の

広
島
で
被
爆
し
た
主
人
公

が
、
先
日
亡
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
わ
せ
て
、
最
初
に

黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

上
映
し
た
ア
ニ
メ
映
画

「
お
こ
り
地
蔵
」
も
８
月

６
日
の
こ
と
、
ま
た
朗
読

し
た
子
ど
も
の
１
人
の
誕

生
日
で
も
あ
る
と
い
う
特

別
な
平
和
へ
の
思
い
の
８

月
６
日
で
し
た
。

朗
読
劇
は
朗
読
小
組

「
実
ん
こ
の
会
」
有
志
の

「
平
和
っ
て
な
あ
に
」
日

常
の
平
和
は
あ
た
り
前
で

は
な
い
と
い
う
群
読
。

「
広
島
の
あ
る
国
で
」
は

被
爆
し
た
母
親
の
話
を
台

本
に
し
た
も
の
を
朗
読
。

子
ど
も
た
ち
は
沖
縄
戦
没

者
追
悼
式
で
読
ま
れ
た
詩

を
朗
読
。
最
後
に
み
ん
な

で
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
平

和
の
唄
な
ど
を
元
気
よ
く

歌
い
、
終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
も
小
学
１
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
７

名
が
朗
読
に
参
加
。
マ
イ

ク
に
と
ど
か
な
く
背
伸
び

を
し
て
読
む
子
ど
も
に
、

会
場
か
ら
は
「
可
愛
い
！
」

の
声
も
。
８
回
も
「
平
和
」

に
こ
だ
わ
っ
て
続
け
て
い

る
の
は
す
ご
い
な
ど
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
き
れ
て
も
の
が

い
え
な
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
元
気

を
出
し
て
書
き
ま

す
。
朝
日
新
聞
の

原
発
マ
ネ
ー
問
題

を
週
刊
誌
が
大
き

く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
が
「
原
発
利
益
共

同
体
」
の
五
角
形
の
一
角
を

朝
日
新
聞
を
含
め
た
マ
ス
コ

ミ
が
占
め
て
き
た
こ
と
を
告

発
し
た
意
味
の
大
き
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
す
▼
九
州

電
力
の
や
ら
せ
メ
ー
ル
問
題

を
ス
ク
ー
プ
し
た
の
も
「
赤

旗
」
で
し
た
。
他
の
マ
ス
コ

ミ
は
九
州
電
力
に
「
そ
の
よ

う
な
事
実
は
な
い
」
と
否
定

さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
う
の
み

に
し
て
独
自
取
材
も
行
わ
ず
、

ペ
ン
を
折
っ
た
の
で
す
。
や

は
り
そ
こ
に
は
「
原
発
利
益

共
同
体
」
の
深
い
闇
が
あ
っ

た
の
で
す
▼
ス
ク
ー
プ
を
連

発
し
て
い
ま
注
目
の
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
日
刊
紙
が
９
月

か
ら
３
４
０
０
円
に
値
上
げ

に
な
り
ま
す
。
日
刊
紙
は
党

支
部
の
私
た
ち
が
毎
朝
配
達

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
避

け
ら
れ
な
い
値
上
げ
で
す
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
他
紙
に
は
な
い
情

報
・
視
点
が
満
載
の
「
赤
旗
」

を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

090-7265-1601
山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み

090-4010-5650
滝 沢 お さ む

090-7000-4481

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所456)
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pluto.plala.or.jp
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全
国
で
取
り
組
ま
れ
る
平
和
行
事

取
り
組
み
見
え
な
い
飯
能
市

朗
読
劇
・
映
画
に
平
和
の
唄

八
回
目
の
新
婦
人
平
和
の
つ
ど
い

何でも相談会

と き ８月21日（日）
午前１０時～午後３時

ところ 一丁目クラブ
（消防分署南・飯能駅徒歩５分）

リストラ、サラ金、不払い、国保税

滞納など何でもお気軽にご相談くださ

い。弁護士など法律・年金・税金・労

働相談などの専門家と市議会議員が対

応します。

●埼玉土建飯能日高支部（974-0330）飯能民

主商工会（972-4432）清流道場（民商と同

じ）日本共産党飯能市委員会

●
原
爆
忌
開
け
放
ち
風
通

り
抜
け

●
山
百
合
の
十
の
花
ご
と

う
ち
伏
し
ぬ

志
づ
え

多くの庁舎に掲げられている垂れ幕



８
月
４
日
に
西
部
広
域
事

務
組
合
の
定
例
議
会
が
開
か

れ
、
斎
場
、
消
防
関
係
の
補

正
予
算
と
22
年
度
決
算
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
、
３
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
日
本
共
産
党

の
新
井
た
く
み
市
議
は
、
東

日
本
大
震
災
と
防
災
体
制
、

消
防
広
域
化
問
題
を
取
り

あ
げ
ま
し
た
。

埼
玉
県
は
、
現
在
、
埼
玉

県
下
36
本
部
あ
る
消
防
本

部
を
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
本
部
に

す
る
消
防
広
域
化
（
消
防
本

部
の
合
併
）
案
を
示
し
、
検

討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
統
合

は
難
し
い
と
し
て
、
勉
強
会

程
度
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
久

喜
地
域
と
所
沢
地
域
（飯
能
、

所
沢
、
狭
山
、
入
間
、
日
高

市
）は
県
が
示
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
に
進
め
ら
れ
、
８
月

中
に
各
市
長
・
消
防
長
・
消

防
団
長
で
構
成
す
る
協
議

会
で
合
意
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

合
意
さ
れ
る
と
、
９
～
11

月
に
市
民
に
広
報
し
て
、
12

月
の
各
市
議
会
に
統
合
案
が

議
案
と
し
て
出
さ
れ
、
25
年

４
月
か
ら
５
市
で
構
成
す
る

所
沢
消
防
本
部
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
井
市
議
は
、
中
間
報
告

書
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
な

問
題
点
を
た
だ
し
ま
し
た
。

広
域
化
し
た
場
合
、
目
標

と
す
べ
き
職
員
数
は
１
２
３
４

名
で
す
が
、
現
在
、
８
７
７
名

体
制
で
、
増
員
は
難
し
い
と

し
て
い
ま
す
。
各
消
防
本
部

の
充
足
率
を
み
る
と
西
部
広

域
本
部
は
７
４
・
８
％
、
狭
山

市
が
６
７
・
６
％
、
所
沢
市
は

６
４
・
６
％
、
入
間
市
６
０
・
５

％
で
す
。

こ
れ
で
総
定
数
を
増
や
さ

な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
と

多
い
と
こ
ろ
か
ら
少
な
い
と

こ
ろ
に
回
し
て
い
く
と
言
う

こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

そ
う
で
な
く
て
も
人
口
の
多

い
と
こ
ろ
が
優
先
さ
れ
る
こ

と
は
あ
き
ら
か
で
す
。

中
間
報
告
で
は
、
現
在
、

９
台
あ
る
は
し
ご
車
を
３
台

削
減
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

西
部
広
域
の
１
台
も
入
っ
て

い
ま
す
。
化
学
自
動
車
も
６

台
の
う
ち
、
２
台
を
削
減
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

西
部
広
域
の
１
台
も
は
い
っ
て

い
ま
す
。
明
ら
か
に
、
消
防

力
の
低
下
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

職
員
給
与
で
は
、
特
に
西

部
広
域
本
部
と
他
市
で
大

き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。

初
任
給
で
も
、
大
卒
で
西

部
広
域
本
部
は
１
７
万
８
８

０
０
円
、
他
の
３
市
は
１
８
万

５
８
０
０
円
、
高
卒
で
は
１
４

万
９
８
０
０
円
と
１
５
万
５
７

０
０
円
で
す
。

同
じ
、
職
位
で
あ
り
な
が

ら
、
給
料
表
の
級
や
階
級
に

差
が
あ
る
の
で
は
、
志
気
に

大
き
く
か
か
わ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ

て
い
る
の
か
、
職
員
の
意
見

聴
取
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

ま
た
、
広
域
化
し
た
場
合
、

各
自
治
体
と
消
防
団
と
の
連

携
や
意
思
疎
通
に
障
害
が

出
る
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。各

構
成
市
の
防
災
会
議
は

所
轄
の
消
防
署
長
を
当
て
、

飯
能
市
で
は
、
飯
能
日
高
消

防
署
と
飯
能
市
消
防
団
、
飯

能
市
で
災
害
対
策
本
部
を

作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
高
市
は
日

高
分
署
と
市
消
防
団
と
市

で
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
防
災
体
制
に
格
差
が
出

て
き
ま
す
。

署
所
の
配
置
に
つ
い
て
、

「
原
則
と
し
て
現
状
の
５
署
、

14
分
署
体
制
と
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
「広
域
後
に
消

防
力
の
強
化
・
均
等
化
を
目

的
と
し
て
新
設
・
統
合
の
検

討
を
行
う
」
と
し
て
お
り
、

日
高
分
署
の
統
合
な
ど
が
問

題
に
な
っ
て
く
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

西
部
広
域
は
人
口
で
17
％

で
す
が
、
構
成
消
防
本
部
起

債
総
額
の
28
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
入
間
市
が
１
億
６
千

万
円
程
度
に
対
し
て
６
億
６

千
万
円
で
す
。

基
準
財
政
需
要
額
と
の
割

合
は
１
２
９
％
で
入
間
市
の

８
３
・８
％
と
大
き
く
異
な
り

ま
す
。

今
後
、
79
万
人
の
広
域
消

防
本
部
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
初
期
投
資
が
必
要
で
、
財

政
的
負
担
が
問
題
に
な
っ
て

き
ま
す
。

広
域
に
な
っ
た
場
合
、
飯

能
、
日
高
地
域
消
防
の
起
債

を
伴
う
建
物
の
築
造
、
車
両

の
整
備
等
に
制
限
が
出
て
こ

な
い
か
。
ま
た
、
合
理
化
が

求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
８
月
に
２
回

の
協
議
会
で
充
分
議
論
さ
れ

る
と
い
い
ま
す
が
、
全
て
非

公
開
で
こ
れ
ま
で
の
議
事
録

さ
え
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

市
民
に
経
過
や
問
題
が
知

ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
今
年
12

月
の
五
市
の
市
議
会
で
強
行

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

国
会
の
付
帯
決
議
に
は

「
市
町
村
の
自
主
性
の
尊
重

と
住
民
の
安
心
・
安
全
を
充

実
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」、

「
現
場
の
消
防
職
員
等
に
情

報
を
開
示
し
、
そ
の
意
見
の

反
映
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」
と
明
記
し
て
あ
り

ま
す
。

会
議
を
公
開
す
る
と
と

も
に
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
、

全
て
の
市
民
と
消
防
職
員
の

意
向
調
査
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

２０１１年８月１４日 ＮＯ．１７８５

消
防
広
域
化
の
問
題
山
積

強
行
す
べ
き
で
は
な
い
！

新
井
た
く
み
市
議
が
一
般
質
問

東日本大震災
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日程： ８月２５日（木）～２７日（土）

支援場所 宮城県仙台市東部（宮城野区・若林区・

泉区）※支援窓口・宿泊は、日本共産党仙台市宮

城野区支援センター

費用：宿泊費、交通費は無料、ボランティア保険

料（４９０円）は各自負担、食費や銭湯代など現

地での生活費は各自負担となります。

活動内容：被災住宅、農地の泥だし・清掃、支援

物資の仕分けお届け、被災者からの要望聞きなど

ですが、基本的に活動は仙台市社会福祉協議会を

通じたボランティアとなります。

申し込み 日本共産党飯能市議の携帯電話に。

消
防
職
員
数
は

増
や
さ
な
い
？

車
両
等
の
配
備
計
画

低
下
の
恐
れ

職
員
給
与
、
待
遇
面

で
の
格
差
は
？

防
災
会
議
の
構
成
に

格
差

分
署
の
統
廃
合
が
将

来
の
問
題
に

会
議
は
非
公
開

非
民
主
的
運
営

財
政
上
の
問
題

起
債(

借
金)

が
多
い


